
自動車からのＣＯ２排出量は車両保有台数や走行距離により増減。※
カーシェアリングを普及することは、主に年間走行距離の減少につながり、乗用
車からのＣＯ２排出量削減の取組みとなる。
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※環境省 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（算定手法編）令和4年3月
運輸部門（自動車） 道路交通センサス自動車起終点調査データ活用法より



カーシェアリングの普及による、将来（2050年）のCO2排出量削減効果は、通常シナリオ（2030年
に新車販売台数の1％がシェアカー）では 16～25%、高普及シナリオ（2030年に新車販売台数の3％
がシェアカー）では、48～75%のライフサイクル CO2 排出量の削減になると推計されている。
削減の主な要因は乗用車の保有台数減少に伴い、年間総走行距離が大きく抑制されること。
また第二の要因としては非シェアカーに比べシェアカーの寿命は短く、車両更新頻度が高くなること
により、より新しいCO2排出量が少ない車両の保有比率が高まることにより CO2排出量が削減される
点が挙げられている。
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車両電動化及びｶｰｼｪｱ普及が温室効果ｶﾞｽ排出量へ与える影響


